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１.日本の地方自治の特徴

（１）二元代表制

（２）首長と議会はチェック・アンド・バランス

の関係

（３）首長の制度上の優位性

（４）議員の仕事の矮小化



（１）二元代表制

・首長、議員ともに直接選挙で選ばれる（日本

国憲法９３条第２項）

「地方公共団体の長、その議会の議員及び

法律の定めるその他の吏員は、その地方公

共団体の住民が、直接これを選挙する」

・議院内閣制と異なり、地方議会に与党、野党

の概念は本来存在しない



（２）首長と議会は
チェック・アンド・バランスの関係

・機関対立型システム

・首長と議会が抑制と均衡（チェック・アンド・バ

ランス）の関係の中で、それぞれの独善、独

走を防ぐ



（３）首長の制度上の優位性

・議会招集権、専決処分など

・機関委任事務（地方公共団体の首長等の機

関に国等から法令により委任された事務）に

議会の権限と条例制定権及ばず

都道府県の８５％

市町村の４５％



（４）議員の仕事の矮小化

世話役

首長への擦り寄り→監視権・

条例制定権の放棄

口利き

就職・入札等



２．仙台市民オンブズマン結成時（１９
９３年）の仙台市議会

（１）オール与党体制

（２）与党代表者会議の存在

（３）議論しない議会

（４）眠る議会、死せる監査委員



（1）オール与党体制

６４人中共産党（６人）を除く５８人が与党

自由民主党市民連合 ２１名

民主クラブ １３名

日本社会党仙台市議会議員団 １０名

公明党 ８名

民社党仙台市議会議員団 ６名

日本共産党仙台市会議員団 ６名



（2）与党代表者会議の存在

・三役ほか関係局長らが公務として出席

・定例会提出予定の議案等の説明を行う



・平成６年度～10年度の公費支出額は

1,831,187円

・議会は単なるセレモニー

８７，０２０

２０５，０４０

６３６，０８７

４９１，５８０

４１１，４６０

計

０３９，９００４７，１２０１０年度

（弁当代遺漏分含む）０１３３，３５０７１，６９０９年度

（推計値）４０８，０２７１７２，０１０５６，０５０８年度

（推計値）０４３７，９６０５３，６２０７年度

（推計値）０３６４，５００４６，９６０６年度

ﾎﾃﾙ開催分弁当代茶菓代



（3）議論しない議会

・花京院旧国鉄用地不当貸付問題

開発計画の選考は出来レース？

・大年寺山高値買収問題

時価の４倍で購入、市議会議員の介入、

市職員の関与

・少数野党議員の追及のみ



（4）眠る議会、死せる監査委員

議会選出委員２名、市幹部ＯＢ２名の監査委

員もチェック機能を果たせず

仙台市民オンブズマンの結成へ



３．分権一括法の施行（２０００．４）と
地方議会

（１）機関委任事務の廃止

（2）地方議会の役割の向上

（３）地方分権の成否は地方議会の双肩に



（１）機関委任事務の廃止
・自治事務（４５％）と法定受託事務（５５％）へ（地方自治法第２

条第８，９，１０項）
いずれも地方公共団体の処理する事務

・自治事務：法定受託事務以外のもの

・法定受託事務
第１号法定受託事務：法令により都道府県・市町村・特別区の

処理する事務のうち、国の本来果たすべき役割の事務で、
国においてその適正な処理を特に確保する必要があるもの
戸籍、国政選挙、生活保護、国の指定統計などの事務

第２号法定受託事務：法令により市町村・特別区の処理する事
務のうち、都道府県が本来果たすべき役割の事務で、都道
府県においてその適正な処理を特に確保する必要があるも
の 都道府県知事、議会議員選挙など



（２）地方議会の役割の向上

・地方自治体の全ての事務に議会の権限と条

例制定権が及ぶことに

・首長は議会の議決なしに事務の執行ができ

ない



（３）地方分権の成否は
地方議会の双肩に

・待ったなしの地方議会改革

・全国の改革の動き

北海道栗山町議会・福島町議会、横須賀

市議会、伊賀市議会、三重県議会など



４．仙台市議会の今

（１）議員特権の温存

（２）市民に閉ざされた議会ー劣悪な傍聴環境

（３）緊張感のない議場



（１）議員特権の温存
政務調査費訴訟で敗訴するも１万円超

の領収書添付でお茶を濁す

主な改正内容

●交付額を会派所属議員一人あたり月額38万円から35万円に減額する。

●政務調査費の支出については実費を原則とすることを明記し、政務調査費
とそれ以外の経費を明確に区分しがたい場合は、従事割合その他合理的な
方法により按分した額を支出額とする。

●議長に提出する収支状況報告書には、領収書（1 件につき1 万円を超える

もの）及び調査研究活動報告書を添付する。
●人件費は、生計を一にする家族、親族の常勤雇用に要する経費は、政務調
査費の対象外の経費とする。

●事務所費は、自己所有建物や自宅を事務所に使用する場合には、賃料ま
たは賃料に相当する額を対象外とする。

●会派での領収書等の書類保管期間を、議長への収支状況報告書提出期限
の日から、３年間とする。

海外視察、費用弁償には手をつけず



（２）市民に閉ざされた議会ー劣悪な
傍聴環境

・高齢者、障害者がアクセスしにくい議場

・傍聴席から委員席がよく見えない（委員会）

・机がなくメモも取りにくく、疲れる傍聴席（予

算・決算等審査特別委員会）

・何を議論しているのかわからないー傍聴席

に配布されない会議用資料



 「傍聴人取締り」の感
覚が残る傍聴規則

氏名を書け、あれも
ダメ、これもダメ

第１３条 傍聴人は、傍聴席に
おいて写真、ビデオ、映画等を
撮影し又は録音等をしてはな
らない。ただし、特に議長の許
可を得た者はこの限りでない。

こんなこともダメなの？



（３）緊張感のない議場

・調査不足の質問と当たり障りのない答弁

議論とは言えない

摺り合わせ済み？

・居眠り、私語、離席の横行

まさに眠る議会

・一問一答の委員会、予算・決算等審査特別
委員会も同様



まさに眠る議会じゃないか！
No 議員名 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語

1

2

3

4

5

6

7

8 ● 1

9 ● ● ● 3 9/18熟睡

10

11

12

13

14

15 ● 1

16

17

18

19

20

21 ● 1

22

23

24

25 ● ● ● ● ● 1 4

26 9/11.9/12欠席

27

28 ● ● ● ● ● ● ● 1 3 3 9/16長時間離席

29

30

31

32 ● 1

33 ● ● ● ● ● 2 2 1

34 ● ● ● ● ● ● 1 3 2

35 ● ● ● ● ● 1 4

36

37

38

39 ● ● ● ● ● 5

40 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 3 7

41 ● ● ● ● ● ● ● ● 1 6 1
9/12・16ケイタイ
9/17居眠り１時間

以上

42 ● ● ● ● ● 4 1

43 ● ● ● ● ● ● ● ● 6 2 9/18熟睡

44 ● ● 2

9/5（金） 9/11（木） 9/12（金） 計
備考

9/16（火） 9/17（水） 9/18（木） 10/8（水）

No 議員名 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語 離席 居眠り 私語

45 ● ● ● 1 1 1

46 ● 1

47 ● ● ● ● 2 2

48 9/12ケイタイ

49 ● ● ● ● ● 1 4
9/16長時間離席
9/17居眠り１時間

以上

50 ● ● ● ● ● ● 6
9/5欠席　　　9/17
ケイタイ

51 ● ● ● ● ● ● 6

52 ● ● ● ● ● 1 4

53 ● ● 2 9/5ケイタイ

54 ● ● 1 1

55 ● ● ● ● ● ● 4 2 9/18熟睡

56 ● ● ● ● 1 3

57 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 1 5 4
9/12居眠り１時間

以上

58 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 6 3
9/17居眠り１時間
以上

59 ● ● ● ● ● ● 6

60 ● ● ● 3

注１．本会議の傍聴者数は下記の通りです。
9月5日 3人
9月11日 4人
9月12日 5人
9月16日 3人
9月17日 5人
9月18日 2人
10月8日 3人

注２．離席、居眠り、私語の認定は、２人以上の傍聴者が
カウントした場合に限定しています。

計
備考

9/16（火） 9/17（水） 9/18（木） 10/8（水）9/5（金） 9/11（木） 9/12（金）

７日間の会期中
６日間も居眠りした

議員が３名！



５．議会改革の方向

（１）議員特権にメスを

（２）議論する議会へ

（３）市民参加

（４）議会を変えるには何が必要か



（１）議員特権にメスを

・政務調査費

・海外視察

・費用弁償等



（２）議論する議会へ

・徹底した調査と発言

・一問一答

・議員同士の議論

・執行部の反問等



（３）市民参加

・傍聴しやすい環境づくり

・市民との対話

・請願の提案説明

・休日・夜間議会の開催等



（４）議会を変えるには何が必要か

市民の不断の監視と評価

議会ウオッチャー・仙台の活動

議場での態度、質問の内容の両面から議員

を評価・公表


